
 

 

 

令和 3年度（第 65回）岩手県教育研究発表会 

 

学びの改革プロジェクト研究発表 

 

３ ICTを活用した「主体的・対話的で深い学び」の実現 

研究校 

岩手県立盛岡第三高等学校 

発表者 

・国語科（教科名 国語総合）  佐々木 愼之佑 

・公民科（教科名 現代社会）  中野 竜昭 

・数学科（教科名 数学Ｂ）   齊藤 芳明 

安部 智大 

今野 良宜 



国語（教科名：国語総合）

対象学年：岩手県立盛岡第三高等学校 第１学年

単元：「史伝」（国語総合 漢文）

使用教材：学習支援アプリ
Web会議システム 他

端末環境：PC４１台
スマートフォン

接続環境：インターネット接続（Wi－Fi）
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１．授業内のツール活用の場面（１）

１．文章（ワークシートデータ等）の投影

〇本文の投影により、板書する時間を省ける。

〇より見やすい状態で現代語訳や文法事項が整理できる。

２．学習支援アプリによる共有

〇このアプリ内の機能であるシンキングツールによる

情報の整理や意見の共有。

３．Web会議システム

及びWeb上のホワイトボードのような機能による直接記入

〇授業の効率化及び生徒の授業参加の促進
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１´．学習活動の様子 １



１´．学習活動の様子 ２
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１．ツール活用の場面（２）

A１ 教員による教材の提示

複雑な人物の相関を複数の
スライドを用いて生徒の理
解の向上を図る。

C１ 発表や話し合い

各ツールの利点を生かし、考えを他人と
共有し、新たな気付きを促す。

C２ 協働での意見整理

情報端末を効果的に織
り交ぜながら思考を整
理するとともに表現力
の育成につなげる。
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２．単元の指導計画（全体５時間扱い）

時数 学習内容 学習活動 指導の留意点 ◇ICT活用

１・２・３ ○音読による内容把握
○書き下し文による内容理解
○重要語句及び句法の学習
○教科書「臥薪嘗胆」の内容読解
時代背景等物語の背景をおさえる。
「臥薪」のエピソード内容をおさえる。
「嘗胆」のエピソード内容をおさえる。

○登場人物の関係性を把握させ、
特にリーダーとその家臣の関係
性を意識させる。
◇ワークシートのデータの投影
◇登場人物相関図の表示
◇共有ファイル機能による書き込み
◇学習支援アプリによる共有

４・５ ○言外のエピソードについて、文章内容から物語の
つづきを推考する。
○リーダーに求められる技能について、読み取った
ことをもとに自分の考えを持つ。

○「越」と「呉」の共通点から
読み取る、失敗とその回避の手
立てという観点をもとに授業目
標にアプローチさせる。
◇学習支援アプリによる共有
◇学習支援アプリによるシンキ
ングツールを使った思考の組み
立て
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２．単元の指導計画（全体５時間扱い）

時数 学習内容 学習活動 指導の留意点 ◇ICT活用

１・２・３ ○音読による内容把握
○書き下し文による内容理解
○重要語句及び句法の学習
○教科書「臥薪嘗胆」の内容読解
時代背景等物語の背景をおさえる。
「臥薪」のエピソード内容をおさえる。
「嘗胆」のエピソード内容をおさえる。

○登場人物の関係性を把握させ、
特にリーダーとその家臣の関係
性を意識させる。
◇ワークシートのデータの投影
◇登場人物相関図の表示
◇共有ファイル機能による書き込み
◇学習支援アプリによる共有

４・５ ○言外のエピソードについて、文章内容から物語の
つづきを推考する。
○リーダーに求められる技能について、読み取った
ことをもとに自分の考えを持つ。

○「越」と「呉」の共通点から
読み取る、失敗とその回避の手
立てという観点をもとに授業目
標にアプローチさせる。
◇学習支援アプリによる共有
◇学習支援アプリによるシンキ
ングツールを使った思考の組み
立て
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学習支援アプリ等
で解答や考えたこ
との共有

人物の相関を図示
書き下し文や現代
語訳を生徒のPC
やスマートフォン
から直接黒板に書
き込む



３．代表的な授業（第４時）

○本時の目標

「越」の運命を考え、リーダーとしてあるべき姿を考察する。

○評価規準（読む能力）

①文章に描かれている人物の心情を表現に即して読み、異なる

立場から読み深めている。

②「呉」の国のエピソードを確実に把握し、それを踏まえて人物

など「越」の話と照らし合わせながら推察する。

8

前時までに「臥薪嘗胆」の「呉」に関する文章を読み、それを踏まえて「越」の国の後来
を考える。また、「呉」と「越」の両国の結果から、リーダーとしてあるべき姿を考察し、
先頭に立つものとして必要なスキルについて自分なりに考えを持つ。



４．指導課程
○学習活動 ○指導上の留意事項 ◇ICT活用

導
入

１．前時の復習
文章内容の復習（「呉」の国がどうなったか）
２．本時のねらいの確認

○人物の区別を明確にするよう促す。
◇前時のスライドの図示及び生徒PCへの共有

展
開 ３．「呉」の国が滅んだ原因を挙げる。

４．３を踏まえ、新たな文章として教科書の続き
の文を読み、「勾践」、「范蠡」、「種」の人
物像及びそれぞれの人物が取った行動を把握す
る。

５．「越」の国について滅亡した「呉」との共通
点を挙げ、「越」の運命を推測する。

○「夫差」の言動に注目させ、「呉」の衰退
におけるターニングポイントを指摘させる。
○「リーダーが別の行動を取っていれば歴史
は変わっていたのではないか」等多角的な視
点で柔軟に考えさせる。
◇黒板と生徒PCの共有と共同編集
◇「君主」に求められるスキルについて学習
支援アプリに書き出し、共有の準備をする。

終
末

６．「呉」「越」のエピソードを踏まえ、リー
ダーや為政者のあるべき姿について自分の考え
を持つ。
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「越」の運命を推察し、「リーダーとしてあるべき姿」を考える。

（予告）次回「リーダーや為政者のあるべき姿」について考えたことを共有する。
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５．学習活動の様子 １
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５．学習活動の様子 ２
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５．学習活動の様子 ２

学習目標

補足、
重要語句
文法事項 等

スライド
生徒のPCにも同じ画
面が共有されている
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５．学習活動の様子 ３
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５．学習活動の様子 ４



６．本授業におけるICTを活用した感想

●前時の内容や人物の相関など必要に応じて複数の画面を瞬時に提示できる。

●スマートフォンのフリック入力による解答の送信やPC画面へのスタイラスペン
を使用した直接記入、一方で現代語訳や重要事項のプリントへの記入等生徒のタ
スクが複雑かつ多岐にわたり、授業理解に費やされるエネルギーが減衰する。

●授業者側の操作が複雑になり、生徒の理解度を把握できなくなる恐れがある。

●本授業におけるICTの活用は、授業の効率化が最大のねらいであったがタイムラ
グや一部生徒のログイン不能などにより授業が遅滞していしまった。
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７．まとめ １
ICTを活用した授業実践の所見
〔メリット〕
○再現性を確保することができる。
○スムーズに生徒の解答を共有することができる。
○授業の効率化
○視覚情報として図や映像などの資料を豊富に提示できる。

「デメリット」

○生徒のタスクが増え、授業内容の理解を妨げる。

○機器の状態や環境によって予定していた授業ができない場合がある。

○授業展開のスピードに生徒がついてこられない。

○機器の不具合や起動に時間を要することにより授業の進行が不連続的になる
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７．まとめ ２
ICTを活用した授業に対する生徒の考え
ICTを活用した授業のメリット（アンケート一部抜粋）

図や写真が黒板に素早く表示され、理解の手助けになる。

解答の共有がスムーズになった。

スライドを自分で見たい時に見れるため、復習がしやすくなった。

解答の共有ができる。総探の課題研究におけるアンケートでは、Web上の会議システム等を活用し
ているため、集計等に手間がかからない。

聞き逃したところとかをスライドを見たりして確認できる。家でも復習が行いやすい。

他の人の考えの共有機会が増え、考え方が増えた。
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ICTを活用するメリット 教科と内容（アンケート一部抜粋）

７．まとめ ３
ICTを活用した授業に対する生徒の考え

数学で放物線のグラフをスマホのアプリでつくった。

古文で登場人物の関係性を学習支援アプリで自分で動かして考えた。

数学のマッピングをWeb上の会議システムで共有することで他の人の考えを確認しやすくなった。

物理の現象を実際に映像でみて、イメージ出来る。

生物基礎で転写の流れを動く画像によって視覚化して学ぶ

家庭科で塩分濃度についてのレポートで、写真の提出に学習支援アプリをつかった。
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ICTを活用した授業のデメリット（アンケート一部抜粋）

７．まとめ ４
ICTを活用した授業に対する生徒の考え

それに頼りっきりで理解出来てないところもぽんぽん進んでしまう

一度に一気に表示されると、ノートに書き写している間に画面が変わり、流れが分からない。

機会操作のことばかりになってしまって肝心の学習内容について深く考えない。

機械操作が難しい。接続に時間がかかる。

機器の操作に慣れていなくて授業が滞ることがある。

ローディング時間がいちいちかかるのでストレス。通信環境。
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公民科 （教科名 現代社会）
第２部 第４章 現代の経済と国民福祉
１ 経済のしくみ
現代の企業 市場経済のしくみ 国民所得と経済
成長 金融のしくみと働き（金融・経済教育）

対象学年：岩手県立盛岡第三高等学校
第２学年 理系 ４クラス

使用教材：日本証券業協会 金融・証券教育支援センター
東京証券取引所 金融リテラシーサポート部
「株式学習ゲーム」

端末環境：生徒機４２台・先生機１台
ネットワーク環境：インターネット接続（Ｗｉ－Ｆｉ）



１．本校２年生の時事問題に関するアンケート結果







２．ツール活用の場面



【Ｂ２】調査活動
インターネットを用いて、調査等に対して確かな情報収集を行い、情報に主
体的に収集・判断する力を身につけることができる。



【Ｂ３】思考を深める学習
シュミュレーションなどのデジタル教材を用い、情報収集した資料をもと

に多方面からの視野で、思考を深めることができる。







【Ｃ１】発表や話し合い
情報端末を使って自分の考えを整理・記録して伝え合うことにより、思考力や

表現力を培い、新たな考えの気づきを得ることが可能になる。



【Ｃ２】協働での意見整理
グループ内での複数の意見や考えを議論して整理して、グループ内全体として

の意見をまとめることができる。



３．単元指導計画（2時間目の内容を3ヶ月行い、3ヶ月後に3時間目の発表会を実施）

時数 ○学習活動
・児童生徒の反応，意識等

□支援・指導・助言
☆授業中のICT活用場面

１

○株式学習ゲームの意義や活用についてのガイダンス
（紹介ビデオを活用）
・現在の経済・金融の状況、企業の活動の研究をとおして、
資産管理の大切さを関連付けられる。

○資料や株価チャート等の見方、調べ方をガイダンス
・グループ毎に「会社四季報」を見ながら、購入する
銘柄を検討し、購入する。

□株式学習ゲームの内容、進め方、株価の変動と資産がどう
変化していくなどを指導。

□「会社四季報」「株価チャート」の見方、企業の業務内容
等をグループ毎にしっかり検討した上で、銘柄を決めること。

☆グループ毎に各自が児童生徒用端末を使い、調査活動を行い、
ディスカッションを行う。

２

○1週間に一回、授業の最初に購入した銘柄の株価の
推移を 見ながら、売買を行う。
・時事・業界・企業の動向、株式市場等の動向を調べな
がら、株式の売買を行う。

○金融市場の内容を示しながら、資産管理をする。
・グループ毎に株価の動向等を見ながら、資産の
運用を ディスカッションする。

□株式市場での株価の動向は誰もわからないので、リスクがある。
□企業の株価の動向、業務内容、研究や開発している内容をよく
調べることが大切である。

☆児童生徒用端末や携帯端末を使いながら、株式市場・企業の
ホームページ、実績等を各自で調べ、グループ内で共有する。

３

○グループ毎に売り買いした企業について、応援したい
会社等をクラス内で紹介する。
・どのように判断して銘柄を売り買いしたか、また、
購入した企業の業務内容を紹介する。

・他のグループのプレゼンテーションを、「思考判断」
「資料活用」「知識・理解」「ディスカッション」の
観点で、評価する。また、自分のグループも評価する。

□グループ内での判断内容や購入した企業の業務内容や企業の魅
力なども含めて、プレゼンテーションを行う。

☆グループ毎に児童生徒用端末を用い、プロジェクターに内容を
映し、プレゼンテーションを行う。



４．代表的な授業（グループ毎によるプレゼンテーション）

○本時の目標：①株式学習ゲームを通して、株式市場の動き、企業の活動
（SDGｓへの取り組みも含む））等について調査研究した
内容について発表を行い、「実践的・体験的な学習活動」
で、企業や市場について理解する。

②他のグループの発表から複数の考えや意見を整理し、グ
ループ内全体としてより深い意見にまとめていく。

○評価基準：①企業の魅力、業務内容・研究内容等をよく調べ、プレゼン
テーションで伝える能力が身についている。（知識・理解）

②株価チャートや業績などの資料を活用し、判断できている。
（技能）

③グループ内でのディスカッションができ、他人に伝える能力
が身についている。（思考・判断・表現）



〇指導過程（授業展開）

○学習活動
・児童生徒の反応，意識等

□支援・指導・助言
☆授業中のICT活用場面

導入
(2)

〇１ 学習内容の確認
グループ内でのプレゼンテーションのまとめ

〇２ 学習課題の把握
他のグループのプレゼンテーションを視聴して評価

すること。

展開
(45)

〇３ 学級内での発表会
（3～5分以内 10グループ）

・グループ毎に与えられた1000万円の手持ち金をどのよう
に運用したか、銘柄を選んだ理由、その株価がどのよう
に変化したか、今後、注目もしくは応援したい企業を紹
介する。
グループ毎に学級で発表する。

・グループ毎の発表を聞いて、他のグループと自分のグ
ループを評価して、評価表に記入する。

□グループ内で発表内容を分担し、資産の運用とその結
果と応援したい企業等について児童生徒用端末を使い、
内容をプロジェクターに映しながら学級内で発表する。

☆インターネットを通して情報を収集。【B2】
☆それが学級内にわかりやすいようにまとめるとともに，
タブレットを用いて発表会を行う。【C1】

☆グループ内での多数の意見や情報をグループ内でまと
める。【C2】

まとめ
(3)

〇４ 他のグループのプレゼンテーションを聞いて、グ
ループ毎に振り返り

□各自が記入した評価表を提出する。
□自分が将来進もうとしている、業種の企業について研
究することも必要と考える。



４．ツールを活用した学習活動の様子

○【展開３】学級内での発表会での様子
・応援したい企業について

・株式を売り買いした企業と資産の変動について



○【まとめ４】 評価表の記入



・私たちのグループでは、１週間毎にインターネットサイトで株価の変動を確認しながら、株式の売
買をしました。商品やサービスは季節によって、コロナ禍だから、様々な状況で売れる物売れない
物があるので、どの銘柄の株を買うべきか非常に悩んだ。

・日常のニュースや社会情勢を確認して取り組むと何故株が上がらないか、グループ内で考察するこ
とができた。また、歴史学・統計学ともつながりが深く、興味深い仕事だと認識を改めることがで
きた。

・株価チャートのグラフの読み取り、社会の情勢だけでなく、季節・流行など様々なことを考え、各
年代の立場になって、株式の購入ができた。

・現代の経済や企業の動向などチェックするようになり大きな収穫を得ることができ、今後はニュー
スで流れる経済について考えようと思う。

・大量の情報の中から企業を選び、判断要素を取り出す能力が必要であることに気づいた。

・景気の状況で株価が変動することがわかり、グループ内で銘柄の変動をみながら、判断する力、
ディスカッションすることもできるようになりました。

５．株式学習ゲームの生徒の感想



６．株式学習ゲームを実施した後のアンケート結果







７．ＩＣＴを活用した授業の成果と課題

・主体的に考えて行動するとともに、新聞やネットニュースを見る習慣がつき、時事・政
治・経済・金融に興味を持つようになり、企業や業界の研究にもつながり、キャリア教育
にも結びついた。

・グループ毎に調べながら、いろいろなデータをもとにディスカッションを図るようになり、
ディベート力も向上させることができた。

・他のグループの発表に触れることによって、対話的かつ深い学びができた。

・生徒が将来進もうとしている職業や企業・産業界で実際に進められている事業・研究や開
発内容について、詳しく調べさせる必要があった。

・自分の資産は自分で管理し、自分で守らなければならない意識を植え付けられた。



８．使用教材について



数学（教科名：数学Ｂ）

第３章 数列

対象学年 ：岩手県立盛岡第三高等学校 第２学年
使用ツール：共同編集機能、Webアンケートシステム
端末環境 ：生徒自身のスマホ端末・先生機１台
ネットワーク環境：インターネット接続（Wi-Fi）



１．ツール活用の場面
○ 単元内での主なツール活用の場面（文部科学省：「学びのイノベーション事業」の資料に対応させて）

A1 課題確認・状況確認

授業内容の確認、事前事後アンケート結果
の共有を行うことで意識の統一が可能。

C2 対話と協働B1 アンケート実施

共有データを活用し
て他グループの視点
を活用して、思考の
差異や共通点、新た
な気づきを得ること
が可能となる。

個人の思考の変容を把握
できるような質問で実施。



２．単元指導計画（全体19時間扱い）
単元（題材）の指導計画（全体19時間扱い）

時数 ○学習活動（・児童生徒の反応、意識等） □支援・指導・助言（☆ICT活用【類型】）

１
｜
12

○第１節 数列とその和
・等差数列や等比数列などの基本的な
数列を具体的に扱いながら規則性と
公式のつながりを理解する。

□数列を具体的に扱うことにより，規則性等に興味・関心
を持たせる。

☆プレゼンテーションソフトで作成した資料やデジタル教
科書、板書を利用しながら授業を実施【A1】

13

｜
18

○第２節 数学的帰納法
・漸化式から数列の一般項を調べよう
とする。

・数列と数学的帰納法を結びつけること
で有用性を認識する。

□抽象的に現わされた漸化式を具体的に考える方法を全体で
共有しながら理解を促す。

☆プレゼンテーションソフトで作成した資料やデジタル教
科書、板書を利用しながら授業を実施【A1】

19

○まとめ（マッピング）
・問題を解く際に必要となる知識を言葉
で整理でき、深い理解につながる。

・他のグループのマッピングを参照する
ことで、よりよい表現、考え方を吸収
できる。

□マッピング前後でアンケートを実施し、全体で共有する。
☆Webアンケートシステムを利用し、思考の変容を捉
える【B1】

□マッピングの際の言語化、表現の仕方についての対応
☆Web会議システムにデータをアップロードし、他のグ
ループのものを参照する。加筆等しながら、あらたに
作成したものをアップロードする。【C2】



３．代表的な授業(第19時)

○本時の目標：マッピング作成を通して、知識のつながりを視覚化

して深い学び（理解）につなげる

○評価規準： ①グループ内のマッピング作成時に、既習内容を踏

まえ、自分の言葉で他者に分かりやすく伝える能

力を身に付けている。

②他グループのマッピングの表現等を受容し、自己

またはグループ内の新たな気づきや考えの修正

に活用している。（①②ともに思考・判断・表現）





○指導過程
○学習活動（・児童生徒の反応，意識等） □支援・指導・助言（☆授業中のICT活用場面）

導
入
(3)

○１ 学習内容の確認
（１）事前アンケート（個人）
（２）事前アンケート（全体の様子）
○２ 学習課題の確認

□(アンケート)次の漸化式の一般項を求めたい。あなたは何通りの考え方
で求めることができますか？

□何通りの考え方ができているかをグラフで確認して、生徒の意識を高
め、課題把握につなげる。

☆Webアンケートシステムを用いてアンケートに取り組み、全体で共有する。
【B1】【A1】

展
開
①
(27)

○３ 個で問題を解くための考え方を確認する。
（７分）

○４ グループでマッピングを行う。（２０分）
・個人とグループの考え方を確認しながら
理解を深める。

・20分後にマッピングを画像データとして
アップロードする。

□困った場合は教科書やノート等を積極的に活用して自分の考え方を持
てるようにする。

☆共同編集機能にデータをアップロードする。

展
開
②
(15)

○５ 他のグループのデータを確認し再びグル
ープでマッピングを行う。

・自分たちの考え方の再確認と新しい考え方
等を加筆しながら理解を深める。

・15分後にマッピングを画像データとして再
びアップロードする。

□加筆する場合は赤色を使用することを指示。
☆他のグループのものを参照する。加筆等しながら、あらたに作成した
ものをアップロードする。【C2】

ま
と
め
(5)

○６ 本時の学習の振り返り
（１）事後アンケート（個人）

（２）事後アンケート（全体の様子）

□アンケートは事前事後ともに同じ内容で実施。
□何通りの考え方ができているかをグラフで確認して、全体で思考の変容
を確認する。

☆Webアンケートシステムを用いてアンケートに取り組み、全体で共有し、
振り返りを行う。【B1】【A1】

マッピング作成を通して、知識のつながりを
視覚化して深い学び（理解）につなげる。



４．ツールを活用した学習活動の様子
〇19時間目（展開②）のマッピングの様子

マッピング（後半）動画→



５．事前事後アンケート結果①



５．事前事後アンケート結果②

個人の考え方の
変化の様子
（単位％）



６．ICTを用いた授業の感想（教員）

・授業の導入でアンケートを実施し、生徒の全体像を共有すること

は大変参考になり、生徒と教員共に有益であると感じる。

・数学の問題演習ではなく、数学を言語化することで互いの考えを

尊重しあうことができている。数学の得意、不得意に関わらず安

心して取り組む雰囲気の醸成にもつながる。



７．ICTの今後の課題
・「ICTは道具（手段）であり、目的ではない。」

教員側が生徒の伸長させたい力を考え、ICTが効果的に活用できる場面を共

有し、授業を構成する力と環境が大切。

・マッピングは視野を広くして関連付けを行うことが重要である。学習支援ア

プリやWeb上のホワイトボードのような機能のアプリは、スペースが少ない

ため不向きであると感じた。ただし、思考の変容を捉えるにはICTの活用が

有効である。

・数式の入力となると難しく、時間がかかる。数式も言語のひとつであるが…

・生徒にとって長期記憶または短期記憶どのようになるのか？マッピングの

効果検証をしたい。


